
１学期も折り返しとなりましたが、子どもたちは、毎日、元気に学校生活

を送っています。しかし、長引くコロナ禍のなか、子どもたちの心もスッキ

リしないものと思います。こんな時に工夫したいのが、身の回りの環境です。

整理整頓はもちろんのこと、左の写真（北校舎３階３年教室前）のように、

地元の“かわつ花菖蒲園”を思い出させてくれる風景に癒やされています。

４月２８日(水)、あいにくの雨模様の天気でしたが、午

前中の雨の合間に出かけることができました。今年度は、

昨年度以上の感染状況のため、目的地を校区内とし、さら

に、子どもたちが楽しみにしていたお弁当やおやつタイム

は、学校に戻ってからとしました。

しかし、同じ校区内でも、自宅の近くや家から学校まで

のことは知っていても、今回の目的地が自宅とは真反対の

場所であった子どもたちのなかには、初めての場所となっ

た子どもたちもいました。その意味では、ふるさと川津の

ことを知ることのできるよい機会となりました。

ただし、１年生は、２～５年生が出かけた校内の状況を

生かして、ゆっくりと学校探検を行いました。また、６年

生については、天気の状況から３０日(金)に延期しての実

施となりました。なお、今回の校外学習で、２年生以上の

子どもたちは、目的地での清掃活動にも取り組み、ふるさ

とへの思いを深めました。

保護者の皆様には、当日のお弁当の用意等にご協力いた

だきありがとうございました。次回、１～５年生のバスを

利用しての秋の校外学習は、９月２４日(金)を予定してい

ます。

５月６日(金)、地震発生を想定した避難訓練を実施しま

した。今回は、自分の命を守るための行動として一番に大

切な「聴くこと」を目標としました。すべての学年の子ど

もたちが、しっかりと聴いて行動することができました。
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１年 学校探検パート１ ２年 東山公園

３年 大宮八幡神社 ４年 下川津校園

５年 ＪＡ川津町支店 ６年 黒岩天満宮

防災頭巾をかぶって 運動場への避難



１年生はアサガオの種をまき、２年生はミニトマト

の苗を植え、５年生はもみまきを行いました。どの学

年の子どもたちも、植物の栽培を通して、多くのこと

を学んでいきます。

今年度、毎月の教育相談ウィークでは、「魔法のピクチャーカード」を使い、

子どもたちが選んだ絵を基に、「どうしてこの絵を選んだの？」と、子どもたち

と学級担任とが話をしています。

●今後の学校行事等の実施について

今月31日(月)まで、県の警戒レベルが最高の「緊急事態対策期」にあり、併せて県独自の「非常事

態宣言」も発令されています。市内小学校においては、「非常事態宣言」発令中は、すべての行事等の

実施を見合わすこととしています。その後は、県の警戒レベルに応じて、学校行事等を感染対策を取

りながら実施していくこととしていますので、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

●体調管理に気を付けてください

これからの季節は、天気によって気温が大きく変化し、体調を崩しやすい時期になります。ご家庭におき

ましても、状況に応じた服装についてご指導ください。

＆

別紙４ 校長室の窓から

グルーミングの効果

本校では、今年度も教育目標「心ゆたなか川津の子」をめざし、育てたい心「か

・わ・つ」(右図)の３つの心を育てていこうと、子どもたちの心や気持ちを大切に

しながらすべての教育活動に取り組んでいます。

さて、脳科学者の中野信子さんが、ラットのストレス耐性の実験について、次のように話していま

す。高床式の通路を作り、その一部を透明にしておきます。ラットは透明な床を怖がる性質があり、

透明な床の先に置いた餌を取りに行こうとはしないそうです。しかし、なかには透明な床を怖がらず、

平気で餌を取りに行くラットがいるとのことです。

中野さんは、このラットの違いが気になり、調べました。その結果、ラットという動物は子どもを

グルーミングし(なめ)て育てるのですが、よくグルーミングされたラットとあまりされていないラッ

トとでは、よくグルーミングされて育ったラットの方が、透明な板の先にある餌をよく取りに行った

ということです。つまり、グルーミングが多い方がストレス耐性が高いということになります。さら

に、中野さんがラットの脳を調べたところ、脳の海馬と扁桃体が、グルーミングの差によって大きく

異なっていたということです。

この中野さんの話は、人間にも当てはめて考えることができると思います。つまり、長引くコロナ

禍において、子どもたちもストレスを高めています。こうしたなかで、子どもたちがストレスに負け

ることなく、新しいことにチャレンジしていくためには、ラットであればグルーミングですが、人間

の場合はスキンシップが大切になるということです。また、そのスキンシップが脳の発達にも影響を

与えるということになります。

現在の状況は、保護者の皆様にも大変な時期ではありますが、お子さんがこのコロナ禍を乗り越え、

自分のゴールに向かっていけるよう、お子さんとのスキンシップについて今一度お考えください。

今年度も、現在までのところ、感染症予防のため、保護者の皆様と私たち教職員がお会いし、親し

くお話できる機会を設けることができていません。学校からは、文書、学校メール、ウェブサイト、

ブログを通じてお知らせをしていますが、十分お伝えできていないことも多いことと思います。ご不

明なことやご心配なことにつきましては学校までお知らせください。

（白川 豊浩）

５年 もみまきをしました２年 ミニトマトに支えを


